課題分析（アセスメント概要）
	健康状態
	乳がんによる左乳房摘出後は定期受診により経過観察中。
高血圧、認知症については、かかりつけ病院にて治療中。
変形性膝関節症による痛みのため、接骨院に通っている。
身長：143cm　　体重：55kg
内服：タモキシフェン、ドネペジル、アムロジピン、メマリー、ベザフィブラート、トラムセット

	ＡＤＬ
	立ち上がり：何かにつかまれば可能
屋内歩行：家具や柱につかまり移動
屋外歩行：T字杖使用して自分で行うが、転倒の可能性あり要見守り
食事：問題なく自分で食べられる。
排泄：間に合わず失敗することはあるが、自分で行っている。
口腔ケア：自分で行っている。
更衣：衣服の着脱は自分でできるが、指示がないと汚れたものを着たり、季節
に合ったものを選べない。
整容：自分で行える
入浴・洗身：背部の洗身介助が必要なため、サービス利用時、妹の訪問の時に
　入浴している。
移乗：手すり等につかまる物が必要だが自立。

	Ｉ Ａ Ｄ Ｌ
	調理：声かけすれば簡単な煮物調理や炊飯器でご飯を炊くことが可能
掃除：普段使っている部屋などは何とか掃除ができている
買い物：なじみの商店なら行けるが、同じものを多く購入してしまう。
金銭管理：夫が金銭管理を行っており、本人には少額しか渡さない。
通院：夫と妹の付添いにより受診している
服薬：飲み忘れがあり、夫が声かけし服用。
電話の利用：自分からかけることはないが、受け答えはできる。

	認　　　 知
	同じ内容の話や質問を繰り返したり、よく物を置いた場所を思い出せないなど
の記憶障害、家事の要領が悪くなる、薬をきちんと飲めないなどの実行機能障
害、季節に合った服装を選ぶことができないなどの判断能力低下などがみられ
る。

	コミュニケー
ション能力
	視力：普通に見えるが、テレビはあまり見ない。
聴力：問題なし。温厚な性格で話し好きである。
その場での意思疎通は図れるが、何度も同じ話を繰り返すことが多い。誰とでも楽しく会話ができる。

	社 会 と の
関わり
	地域との関わりは、あまりなく近所の人と挨拶を交わすくらい。
以前は、施設が開催していた集まりに参加するのが楽しみであった。今は、デイサービスに行くのが楽しみになっている。
妹が度々、訪問。孫が月1回、訪ねてくる。

	排泄・排便
	尿意あり。便意あり。
間に合わず、失敗することが多い。紙パンツをすすめても夫が「そんなんいら
ん」と言ってとりあわない。

	褥　瘡・
皮膚の問題
	褥瘡、皮膚に関しては問題なし。

	口 腔 衛 生
	口腔：一部義歯あり。
歯磨き：自分で行える。

	食 事 摂 取
	食事は、問題なく自分で食べる。

	ＢＰＳＤ
（周辺症状）
	なし。

	介　護　力
	夫と長男との三人暮らし。妻が家事や排泄などで失敗すると、叱責するなど
きつくあたっている。長男は、両親の事には無関心で介護についての協力は望
めない。隣町の妹が、状況をみかねて食事の差し入れや本人の汚した下着を洗
濯して届けたり、通院の付添いなど支援している。

	居 住 環 境
	庭付きの一戸建て。1階が本人夫婦の生活スペースで2階に長男の部屋がある。玄関・廊下・トイレ・風呂など要所に手すり設置している。

	住宅見取り図
　段差、手すりの設置状況を記入

	その他
（特別な状況）
	本人は国民年金。
夫の厚生年金を合わせると、生活に不自由のない経済状況ではあるが、家計は夫が管理しており、本人の自由にならない。
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指定様式③


